
See discussions, stats, and author profiles for this publication at: https://www.researchgate.net/publication/332241489

R226������������(2018). ������������������������������������ ������

��, 11, 64-72

Article · December 2018

CITATIONS

0
READS

7

2 authors, including:

Some of the authors of this publication are also working on these related projects:

Conflict transformation View project

Positive Psychology View project

Takehiko Ito

Wako University

495 PUBLICATIONS   73 CITATIONS   

SEE PROFILE

All content following this page was uploaded by Takehiko Ito on 08 May 2019.

The user has requested enhancement of the downloaded file.

https://www.researchgate.net/publication/332241489_R226tiandaomingziitoutakehiko2018_jiehuyufangnioitesosharukyapitaruwohuoyongshitayanjiuniguanliansuruwenxianrebyu_shenglishehuifuzhiyanjiu_11_64-72?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_2&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/publication/332241489_R226tiandaomingziitoutakehiko2018_jiehuyufangnioitesosharukyapitaruwohuoyongshitayanjiuniguanliansuruwenxianrebyu_shenglishehuifuzhiyanjiu_11_64-72?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_3&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/project/Conflict-transformation?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_9&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/project/Positive-Psychology-18?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_9&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_1&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/profile/Takehiko_Ito?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_4&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/profile/Takehiko_Ito?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_5&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/institution/Wako_University?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_6&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/profile/Takehiko_Ito?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_7&_esc=publicationCoverPdf
https://www.researchgate.net/profile/Takehiko_Ito?enrichId=rgreq-6c4c2b958734d99ddc0b82c570e32f30-XXX&enrichSource=Y292ZXJQYWdlOzMzMjI0MTQ4OTtBUzo3NTYxNDE3MzA1NjYxNDRAMTU1NzI4OTY0NTI3Nw%3D%3D&el=1_x_10&_esc=publicationCoverPdf


１．研究の目的と背景
　WHO（World Health Organization：世界保
健機関）は、1986年にオタワ憲章を発表し、ヘ
ルスプロモーションを、人々が自らの健康をコ
ントロールし、改善していけるプロセスと規定
している１）。つまり、住民や当事者の主体性を
重視していること、各個人がよりよい健康のた
めの行動をとることができるような政策等も含
めた環境を整えることに重点が置かれている。
健康日本21では、人的資源だけではなく健康づ
くりを支える社会・労働環境の整備、自然環境
の保全や生活環境の整備を社会全体で推進する
ことが重要とされている２）。健康日本21（第 2
次）では、「健康格差」が取り上げられ、「あら
ゆる世代の健やかな暮らしを支える良好な社会
環境を構築することにより、健康格差（地域や

社会経済状況の違いによる集団間の健康状態の
差をいう）」の縮小の実現がさらに掲げられ
た３）。その 1 つの処方箋として着目される概念
として「ソーシャルキャピタル」があげられる。
ソーシャルキャピタル（以下、SC とする）は、

「参加」「互酬」「信頼」で説明される社会関係
資本を表すが、1990年代後半より、SC と所得
格差、死亡率との関係を探求した研究が顕れ、
その関係を明らかにする論文が報告されてい
る４）。しかしながら、わが国の状況をみると、
地域住民の健康増進や健康な町づくり推進を展
開する主要な医療専門職として行政保健師があ
げられるが、経験知として SC の醸成と活用を
通じて地域の健康を守ってきたが、研究知見と
し て の 蓄 積 は 十 分 で は な い と さ れ て い る

（No 4 ）。また、ソーシャルワーク領域におい
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ても地域福祉分野において、SC の発掘と開発
がソーシャルワーカーに求められる重要な役割
であると認識され、牧里５）、野口６）、川島

（No12、No14）の知見があるが、川島において
も、介護予防サービスと SC の関係について論
じた先行研究は少ないとされている（No12）。
　SC 概念であるが、その初出は、小説家ヘン
リー・ジェームスが1904年に発表した『金色の
盃』だと言われている。ヒロインが形容する言
葉のひとつとして用いられている。その後、ロ
バート・パットナムは、1993年に刊行した『哲
学する民主主義』で、その定義を「協調的行動
を容易にすることにより社会の効率を改善しう
る信頼・規範・ネットワークなどの社会的仕組
みの特徴」とし、その後の SC 研究の呼び水と
なった７）。健康と SC の関連性についての研究
については、イチロー・カワチらの研究があげ
られる８）。カワチらは、SC を「ネットワーク
や組織への参加の結果、人々にもたらされる資
源」と定義している。パットナムは SC を集団
の特性として捉えているが、カワチらは、個人
と集団の双方に属すると捉えている差異がある
が、近年は、個人と集団の双方の捉え方がある
という見解でほぼ確立している（No 4 ）。
　また、SC の類型として結合型・橋渡し型、
垂直型・水平型、構造的・認知的 SC の区別が
あるとの見解についてもほぼ確立している

（No 4 ）。これは、SC を同質性－異質性、関係
性の上下・水平性、心理的結びつき－役割等構
造 的 結 び つ き か で 区 別 を す る も の で あ る

（No12）。
　日本では2000年より介護保険制度を導入し、
現在で18年が経過する。その間、2005年度改定
時には予防重視型システムに転換をし、介護予
防の推進を謳ってきた９）。介護予防とは「要介
護状態の発生をできる限り防ぐ（遅らせる）こ
と、そして要介護状態にあってもその悪化をで
きる限り防ぐこと、さらに軽減を目指すこと」
定義されている10）。従来、国は高齢者の健康寿
命をのばすための予防的取り組みのために、一
次予防、二次予防、三次予防と、高齢者の疾病
状態をもとに予防を分類していた８）。しかしし
だいに、二次・三次に該当する高齢者をター
ゲットとしたハイリスク・ストラテジーに重点
を置くよりも、すべての高齢者をターゲットと

したポピュレーション・ストラテジーの方が地
域における介護予防の取り組みにおいて効果的
であることが明らかになるのと並行し、SC を
意図的に醸成・活用することで地域在住高齢者
の健康に寄与できる可能性を示唆する論文が散
見されるようになってきた11）。つまり、介護予
防を推進する地域づくりとして、地域住民が主
体となってコミュニティの SC を醸造し、コ
ミュニティに在住するすべての高齢者の健康づ
くりに寄与できる取り組みの推進に期待が高
まってきたと言える。
　厚生労働省は、2015年度より介護予防の取り
組みを見直し、一次予防事業と二次予防事業を
区別しない住民運営の通いの場を増やし、地域
リハビリテーション活動支援事業として、住民
運営の通いの場へのリハビリテーション専門職
の関与を促進するとした12）。また日本リハビリ
テーション病院・施設協会他においても今後、
地域リハビリテーション活動に資するリハ専門
職育成を推進していくとしている13）。
　つまり、今後リハビリテーション専門職が地
域で SC を醸成・活用し、介護予防に資するよ
うな住民の主体性を育成するための間接的支援
を担う役割が期待されていると言え、実践モデ
ル構築が求められており、田島他（投稿中）に
おいて先駆的な取り組みを行ってきた愛知県武
豊町を実践事例としてその検討を行っていると
ころである14）。本研究では、SC を活用した介
護予防の取り組みの在り方の参考とすることを
目的とし、SC を活用した介護予防に関する文
献のレビューを行った。

２．対象と方法
　対象：文献検索サイト CiNii を活用し、「介
護予防」「ソーシャルキャピタル」を検索ワー
ドとして文献検索を行いヒットした24件のうち、
高齢期や地域と内容が関係ないもの、会議録を
除いた18文献を対象とした。
　分析方法：「タイトル（＋書誌情報）」「発行
年」「どのような主体を対象としているか」「研
究概要」「結果」「ソーシャルキャピタルについ
ての言及」を横軸としたレビューマトリックス
を作成した。なお、書誌情報の著者名について
は 4 名までを記載した。
　レビューマトリックスとは、多くの論文や基
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礎資料に散在する非常に大量の情報を効率的に
考え使うために、秩序を作るための標準的な構
造である15）。マトリックス方式では、文献を古
い順から年代順に読み、列トピックを選定し、
それに基づいて要約する。列トピックは、発行
年などの基本的情報に加えて、その分野の焦点
と文献レビューの目的の観点から重要であると
思われるトピックを選択する。本研究では、
SC を活用した介護予防の取り組みについて明
らかにしたかったため、「タイトル」「どのよう
な主体を対象としているか」「研究概要」「結果」
を列トピックとしたが、その経年的な変化、
SC をどのように捉え、取り組みに活かしたか
を把握することを目的として、「発行年」「ソー
シャルキャピタルについての言及」も列トピッ
クに加えた。

３．結果
１）18文献のレビューマトリックス
　18文献のレビューマトリックスは表 1 （ 1 枚
目、 2 枚目）のとおりである。以下、文献と内
容との対応については、表 1 のナンバリングに
て行った。

２）発行年ごとの文献数
　2005年 1 件、2007年 1 件、2009年 1 件、2010
年 3 件、2011年 1 件、2013年 1 件、2014年 5 件、
2015年 1 件、2017年 4 件であり、増加傾向に
あった（図 1 ）。

図１　発行年ごとの文献数

9

３）対象とする主体
　 保 険 者・ 行 政 が2009年 1 件、2013年 1 件、
2014年 2 件、2017年 1 件と最も多く、ソーシャ
ルワーカーが2010年 2 件、保健師が2014年 1 件、

2017年 1 件、介護福祉士が2017年 1 件、理学療
法士が2017年 1 件であった。

４）文献内容
　研究概要の全体的な傾向を俯瞰すると、研究
内容は様々であったが、過去には、SC と健康
や介護予防との関連について（No12、No13、
No18）、健康政策の中での位置付け（No15）、
といった解説的な内容の文献が多かった。具体
的には、No12では、先にも紹介したカワチに
よる健康長寿と地域や職場内での社会的結束に
関する研究知見を基にした愛知県武豊町の調査
で SC が豊かである程健康度が高い結果を得た
という研究知見を紹介している。介護予防サー
ビスと SC の関係を論じた文献が少ないことを
指摘していた。
　No13では、先に紹介したパットナムの研究
後、わずか10年で SC と主観的健康感、死亡率、
犯罪率、精神病の有病率、心臓病の発作率、性
感染症の罹患率、結核の罹患率との関連など、
3 万近い研究が生まれたとしている。わが国に
おける SC と介護予防の研究ついては、AGES

（Aichi Gerontological Evaluation Study：愛知
老年学的評価研究、以下 AGES とする。1999
年に愛知県の 2 自治体から始まった AGES は
2010年からフィールドを全国の自治体に拡張し
た JAGES（Japan Gerontological Evaluation 
Study：日本老年学的評価研究へと発展した15））
の研究知見として、組織への参加がうつ状態や
主観的健康感に良好な影響を及ぼすことや、高
齢者の孤立や趣味活動への非参加がその後の要
介護志望に対して有意な影響を及ぼしているこ
とを紹介していた。今後より現実的な施策への
示唆を得るためにより多くの調査研究が望まれ
るとしていた。
　No18は、SC の豊かさは、地域レベルで見て
も正の相関が見られ、個人レベルで見ても参加
組織数が多い個人ほど心理的健康がよいという
関係が確認されたとの報告であり、地域住民の
健康を考える際に、個人の要因だけではなく地
域や社会の要因にも目を向ける必要があると指
摘し、介護予防に向けた SC の活用は魅力的な
戦略であるとしていた。
　No15では、わが国における高齢者の健康政
策には予防、医療提供、体力強化が含まれるが、
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なかでも近年 “ 予防 ” に力点が置かれるように
なるなかで、高齢者の健康維持に関わる 3 要因
―医療制度的要因、社会的要因、個人的要因―
があるが、なかでも社会的要因としての SC は
注目されるものであり、健康政策の効果との考
察を要するとされていた。
　その後の文献では徐々に対象が明確となり、
グループ活動への参加割合と介護認定率との関
連（No10）、地域診断ツールの紹介（No 9 ）、
各県各地区での取り組み紹介（No 1 、No 6 ）、
ノルディック・ウォークの実施とその効果検証

（No 3 ）、 介 護 予 防 教 具・ 評 価 尺 度 開 発
（No 2 ）など、特定の地区での具体的取り組み
や地域特性を生かした活動の紹介が増加してい
た。
　「具体的な取り組み」を見ると、農作物の青
果物を出荷・出品していく道の駅活動が、出荷
者・出品者である高齢者にとって「生きがい・
やりがい」「心身の健康」「外出」「経済的自立」
など介護予防にとって重要な役割を果たしてい
た（No16）。亀岡市（京都府）と京都学園大学
が連携し、運動週間を持つ人を対象としたリー
ダー養成型研究などを行い、WHO よりセーフ
コミュニティ―の認定を受けたが、継続して認
定を受け続けるためにも、地域の見守り機能や
生きがい機能を持った活動の定着が必要である
と考察されていた（No11）。
　新潟市西区、西浦区では、それぞれ、西区に
おいて、元気塾、介護予防リーダー研修会、西
区れフィット（東日本大震災の際に被災者を受
け入れ、エコノミー症候群や生活不活発病の予
防を行った）、西浦区では、「行政のお手伝い」
から「地域貢献のための自主活動をめざす」と
いうスローガンで、ウォーキングの専門的知識
を学び、運動普及推進委員のみならず受講生も、
積極的にリーダーシップをとる人材となり、市
民がSCの 3 要素の基盤となっていった（No 6 ）。
ノルディック・ウォークの実施により、機会参
加が高まり、その結果体力が向上していたこと
を示していた（No 3 ）。奈良県広陵町と畿央大
学との連携により、介護予防リーダー養成講座
を実施し、介護予防リーダーによる住民主体の
介護予防促進は SC の 3 要素を含んでいるとし
た（No1）。
　また、ソーシャルワーカーの役割を検討して

いる文献もあった。SCを豊かにすることがソー
シャルワーカーの役割であることの確認がなさ
れていたり（No14）、ある NPO 法人の取り組
みとしてグループホーム入居者や地域自治体に
介護予防サービスを開放しており、結合型 SC

（同質な人の結びつき、内部志向的）と橋渡し
型 SC（異質な人の結びつき、外部志向的）を
つないだ新しい介護予防サービスの類型である
ことを示し、ソーシャルワーカーの新たな役割
が SC の類型化から示されている文献もあった

（No12）。
　さらに、フレイルと SC の関連性を考察した
文献も存在した。大阪府の中規模都市群の調査
では、65歳以上の男女に対する調査で、「社会
的活動無し」「就労無し」「市内居住年数が20年
未満」がフレイルであることと関連を示してい
たことを明らかにしていた（No 4 ）。
　No 8 、No 9 は、保険者を対象とした、当該
自治体の課題を明らかにし、介入の手がかりを
提示し、介入効果を測定・評価することを支援
するツールである JAGESHEART についての
紹介を行う内容であった。

５）SCについての言及
　「SC についての言及」については、表 1 の

「ソーシャルキャピタルについての言及」をす
べて抜き出し、内容の類似性、差異性による分
類を行ったところ、次の 7 点に整理された。

「SC と健康についての研究蓄積」「国家の地域
保健の政策動向のなかでの SC の位置付け」「地
域全体へアプローチするポピュレーション戦略
への注目」「SC 概念から捉えた研究の不足」

「SC の醸造を目指した新たな取り組み」「SC を
醸造するソーシャルワーカーの役割」「SC を活
用した介護予防について今後必要となる知見」
である。それぞれの項目に該当する文章を掲載
した。また文章の最後の（）内には文献 No を
記載した。

　（１）SC と健康についての研究蓄積
　●心理・社会的フレイルとはソーシャルサ
ポートの低さを示し、Valtorta は孤独感や社会
的孤立を抱えている人は心疾患や脳卒中発生率
が高いと報告（No 1 ）
　●パットナムによると SC が強い地域ほど、
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主観的健康感が高い傾向（No 3 ）
　●個人レベルの SC も地域レベルの SC も健
康アウトカムに対して保護的な効果をもつこと
が明らかになった（No 7 ）
　● SC が健康へ及ぼす作業機序（No 7 ）
　● SC は高齢者のウェルビーイングや健康と
関連があるとして研究が進められている。SC
とは社会的なつながりや信頼・規範など人々を
結果的に協調行動へと導く社会組織の特徴であ
る（No10）

　（２）国家の地域保健の政策動向のなかでの
SC の位置付け
　●厚生労働省は、平成27年に都道府県等へ向
けて「地域保健におけるソーシャルキャピタル
の活用等について」を発信（No 2 ）
　●地域のソーシャルキャピタル（信頼、社会
規範、ネットワークといった社会関係資本等）
を活用し、住民による自助及び共助への支援を
推進すること（平成24年 7 月31日厚生労働省告
示第464号）（No 7 ）

　（３）地域全体へアプローチするポピュレー
ション戦略への注目
　●地域高齢者の健康増進、要介護状態の予防
には行政主導による中央集権型の健康教室や介
護予防教室ではなく、住民同士のネットワーク、
互酬性の規範といった SC 要素の醸成が重要

（No 1 ）
　●集団で要介護となる危険因子を下げること
ができれば、個々人の健康に資する。ポピュ
レーション戦略の効用は、SC の構築が期待で
きる（No 3 ）
　● SC を反映した社会参加等の社会的要因が
要介護状態を直接的に独立して予防することが
明らかになってきているので、地域全体へアプ
ローチするポピュレーション戦略が主流になっ
てきている（No 4 ）
　●ポピュレーション・アプローチを遂行する
ために、社会的格差を解消していくような政策
が望まれる。その中で介入可能な要因として期
待されるのが SC（No 7 ）
　●住民同士の見守りや、家族の理解を深める
とともに、日頃から各事業の間で十分な連携・
交流の体制を確保していく必要がある。連携・

交流を各サービス提供者が自発的に行うことは
現実的には考えがたい。そこで重要と考えられ
るのが SC の概念である（No11 ）
　●地域住民の健康を考える際に、個人の要因
だけでなく地域や社会の要因にも目を向ける必
要がある（No18）

　（４）SC 概念から捉えた研究の不足
　●地域住民自身の意見や考えから抽出した地
域文化や地場産業等の SC の具体的な要素に着
目した研究も会議録にとどまっている（No 2 ）
　●公衆衛生分野での SC 概念の導入が提言さ
れているが、栄養・食生活とのかかわりについ
ては触れられていない（触れられる必要があ
る）（No17）

　（５）SC を活用した介護予防について今後必
要となる知見
　● SC の活用を通じた健康な街づくりの推進
は重要。しかし SC の把握は測定方法、構造、
下位概念は確立されていない。結合型、橋渡し
型、個人レベル、集団レベルの見解はほぼ確立、
具体的にどのような介入が効果的な SC を醸成
し、健康増進の作用機序、介入実践は研究蓄積
必要（No 4 ）
　●高齢者が新たな社会的役割を獲得すること
は、SC にもとづく介護予防を重視する日本に
おいて、十分に検討されるべき（No 5 ）
　● SC を認知的 SC（人々の価値や認識）と
構造的 SC（客観的に検証できる人々のつなが
り）に区別して検討することの必要（No 7 ）
　● SC と HP プログラムの関係図・SC とプ
ログラムとの関係性はプログラム遂行のプロセ
スおよび達成アウトカムの視点から詳細に検証
されるべき（No 7 ）
　● SC が豊かな地域ほどそこに暮らす人々の
健康状態が良いことを示す研究が蓄積されてき
ている。日本などアジアでの知見、介護予防、
高齢者における研究は多くない。施策にのせる
には根拠となるエビデンスが求められており、
地域づくりの課題設定、SC の涵養を意図した
介入後のモニタリング、介入効果の方かに用い
ることができるベンチマーク・システムが必要

（No 9 ）
　● SC が豊かなまちづくりを進めることによ
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る介護予防の可能性を検討するには、①個人レ
ベルだけでなく地域レベルで見ても社会参加率
や SC が高い水準の地域ほど要介護リスク者割
合が低く要介護認定率も低いことを観察研究で
増やす、②意図的介入で社会参加を増やせる、
③それに伴ってリスク要因を持つ者が減少し、
健康保護要因や健康指標の改善が見られること
を検証（No 9 ）

　（６）SC の醸成を目指した新たな取り組み
　●本研究の学術的な特色は、地域に在住する
男性高齢者の介護予防対策に、男性高齢者が捉
える SC としての地域文化と地場産業を活用す
ること（No 2 ）
　● SC の醸成を目指した実証的な介入研究は
きわめて少ない。そこで筆者らは高齢者と児童
の世代間交流の促進を目指したプログラムであ
る「REPRINTS」を開発した（No 7 ）
　● SC を通じたまちづくりによる間接効果が
期待。サロンに参加するようになったことで、
スポーツの会やボランティアの会など別の会や
集まりに参加するというような。町内各地に多
くのサロンを設置することで、サロン事業のカ
バレッジがあがり、介護予防効果が期待できる。
持続可能な資源と人材活用の点から、ボラン
ティアへの負担が大きくなりすぎないよう「出
前ボランティア」が活用されている（No 8 ）
　● SC としての道の駅の意味と役割を十分に
認識し、活動の展開していくことが求められる

（No16）

　（７）SC を醸成するソーシャルワーカーの役
割
　● SC の構成要素を組織化（システム化）し
ていくことがソーシャルワーカーの重要な役割、
地域の SC を豊かにし構成要素となる人的資源
を育てていくことがソーシャルワーカーの重要
な役割（No14）

４．考察・結論
　「発行年ごとの文献数」は、特に2014年以降
文献数が増加していたが、実践の紹介や解説と
いった内容がほとんどであった。「対象とする
主体」については、論文が見られるようになっ
た当初は、保険者・行政を対象とした文献が多

かったが、近年は、ソーシャルワーカー、保健
師、介護福祉士、理学療法士と拡がりを見せて
いる。今後、各地域で地域包括ケアシステムの
構築が期待されるなか、SC 概念が有効に機能し、
各職域での専門性の向上、チーム連携の高まり
が進展していくと予想される。
　「具体的取り組み」を見ると、その多様性に
注目ができる。実践者・研究者が SC 概念を知
り、それを意識した取り組みを発掘する契機を
持っていたことは各取り組みから伺われる点で
あった。つまり、まずは SC 概念や、それと健
康との関連についての研究知見を実践者・研究
者が知っていることが、そうした研究の推進力
や発展に繋がると考える。
　「SC についての言及」をみると、SC と健康
についての研究蓄積がある程度なされているこ
と、SC は我が国の地域保健の政策動向のなか
でも重要な位置を占め、住民のヘルスプロモー
ションに関連してその活用が期待されているこ
と、一方で、SC 概念から捉えた研究が不足し
ており、今後望まれる研究知見が多数あること
が伺われた。しかしながら、本研究の結果から
だけでも、2005年以降、研究実践の積み重ねが
増えつづけており、地域文化や地場産業の活用
や、高齢者と児童の世代間交流、憩いのサロン
における住民主体の運営、道の駅の活用など、
今後の実践形態の潜在的な可能性が示されるよ
うな多様な取り組みの紹介がなされていたこと
は重要な研究実践の知見であると言えよう。
　ソーシャルワーカーの役割について考察がな
された文献が散見されたが、2017年発行の文献
には、「対象とする主体」としてリハビリテー
ション専門職が挙がっており、これは「地域リ
ハビリテーション活動支援事業」の影響による
ものと考える。先にも述べたとおり、今後さら
に各地域において多職種が連携した取り組みが
増加することが予想される。今後は、効果的な
SC の醸成の手法や、健康増進の作用機序、介
入実践事例数の増加、介入の効果検証、介入効
果の測定方法の開発等の研究が必要であること
が、本研究結果より示唆された。
　このように地域レベルでの健康増進・介護予
防の有効なキー概念となる SC であるが、次の
ような問題点がすでに指摘されている。① SC
がかえって人間関係の悩みを作りだすリスク、
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② SC が反社会的ネットワークを作りだすリス
ク、③ SC 内での市場化・自己利益化のリスク、
④社会の寛容度を低下させるリスク、⑤しがら
みを作ってしまうリスク、などである。つまり、
SC が反転し、否定的な人間関係のネットワー
クを作りだされることで、かえって孤立、うつ
状態、主観的健康感を低める可能性をも持つの
である。本研究の文献レビューでは、SC の肯
定的側面に着目した文献がほとんどであったが、
今後、SC を活用した介護予防の取り組みを推
進していくうえで忘れてはならない点であると
考える７）。
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の
男
性

の
参
加
率
が
低
い
。
男
性

参
加
者
も
増
加
を
期
待
し
、

男
性
高

齢
者
の
特
性
を
考
慮

し
た
介
入
方
法
、
教

具
を
開
発
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
地
域
文
化
、
地
場

産
業
を
活
用
し
た
木
材

で
魚
を
形

ど
り
、

釣
り
を
す
る
と
い
っ
た
教
具
等
で
あ
る
。
今
後
、
地

域
共
生
意
識
の
評
価

の
視
点
と

な
る
枠
組

み
の
構
築
に
向
け
て
評

価
項
目
に
な
る
要
素
の
抽
出
、
カ
テ
ゴ
リ
概
念

の
草
案

を
作
成
し
て
い
る

・厚
生

労
働
省
は
、
平
成

27
年
に
都
道
府
県

等
へ
向
け
て
「地

域
保
健
に
お
け
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
活
用
等

に
つ
い
て
」を

発
信

・地
域

住
民
自
身
の
意
見

や
考
え
か
ら
抽
出
し
た
地
域
文
化

や
地
場
産
業
等
の

ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
具
体
的
な
要
素
に
着
目
し
た
研
究
も
会
議
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

・本
研

究
の
学
術
的
な
特
色
は
、
地

域
に
在

住
す
る
男
性
高
齢
者

の
介
護
予
防
対
策
に
、

男
性
高
齢

者
が
捉
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
し
て
の
地

域
文
化
と
地
場
産
業
を
活
用

す
る
こ
と

3
20

17
住
民
参
加
型

健
康
地
域
つ
くり

と
ソ
ー
シ
ャ
ル

・キ
ャ
ピ
タ
ル
の

醸
成
に
関
す

る
研
究

 : 
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・ウ

ォ
ー
ク
を
用
い
た
公

民
学
連
携
事
業

 (
子

ど
も
学

科
創
設

10
周
年
記
念

)

三
好
禎
之

名
古

屋
経
営
短
期
大
学

紀
要

58
：8

3-
10

3
介
護

福
祉
士

介
護
福

祉
士
が
、
介
護
予

防
の
担
い
手
と
な
る
可

能
性
を
有
し
て
い
る
専
門
職

と
し
て
位

置
づ
け
、
介
護
予
防
実

践
の
方
法
、
そ
の
効
用
、
地

域
づ
くり

の
手

法
を
検

討
す
る
こ
と
。
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
効
果
検
証

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・ウ

ォ
ー
ク
実
施
に
よ
り
、
開

眼
片
足
立
ち
、
体
幹
バ
ラ
ン
ス
が

向
上
。
不
安
・ス

ト
レ
ス
が
軽

減
。
男
性
は
信
頼

関
係
が
高
ま
る
と
ス
ト
レ
ス

が
軽
減
し
、
機

会
参
加
が
高
ま
る
と
体

力
向
上
す
る

・集
団

で
要
介

護
と
な
る
危
険

因
子
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
個
々
人
の
健

康
に
資

す
る
。
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョン

戦
略
の
効
用
は

、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構

築
が
期
待
で
き

る
。

・p
ut

na
m
に
よ
る
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
強
い
地
域
ほ
ど
、
主
観
的
健

康
感
が
高
い

傾
向

4
20

17
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ

ャ
ピ
タ
ル
醸
成
を
通
じ
た
介

護
予
防
活
動

華
山
舞
、
神

出
計

未
来

共
生
学

4：
51

-6
1

（行
政
）保

健
師

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康

の
研
究
の
概
観
、
地
域
で
の
介
護
予
防
活
動

に
関
し
て
研
究
成
果
を
ま
じ
え
て
解
説

。
自
治
体
に
お
け
る
介
護
予
防
事
業
を
展

開
す
る
に
あ
た
り
対
象
者
の

実
態
把
握
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
観
点
を
含
め
て

検
討
。
対
象
は
大
阪
府
の

中
規
模
都
市
部
で
あ
る

K市
内
に
居
住
す
る
①
要

支
援
・要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、
②

65
歳
以
上
、
の
住

人
。
質
問
項
目
：性

別
、
年

齢
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（構

成
労
働
省
作
成

）、
同
居
者
有
無

、
疾
病
有

無
と
種
類
、
市
内

居
住
年
数
、
社
会
参

加
活
動
有
無

73
.8
％
が
回
答
。
フ
レ
イ
ル
状

態
は
全
体
の

4分
の

1。
男
女

と
も
「社

会
的

活
動
無
し
」「

就
労
無
し
」「

市
内
居
住
年
数
が

20
年
未
満
」が

フ
レ
イ
ル
で
あ

る
こ
と
と
独
立
し
た
関
連

性
を
示
し
た

・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
活
用
を
通
じ
た
健
康
な
街
づ
くり

の
推

進
は
重
要
。
し
か
し

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
把
握
は
測
定
方

法
、
構
造
、
下
位
概

念
は
確
立
さ
れ
て
い
な

い
。
結
合
型
、
橋

渡
し
型
、
個
人

レ
ベ
ル
、
集
団
レ
ベ
ル
の
見

解
は
ほ
ぼ
確
立
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
介
入
が
効
果
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
醸
成
し
、
健
康
増
進
の
作
用

機
序
、
介
入
実

践
は
研
究
蓄
積
必

要
・ソ

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
反
映
し
た
社
会

参
加
等
の
社
会
的

要
因
が
要
介
護
状

態
を
直

接
的
に
独
立
し
て
予

防
す
る
こ
と
が
明

ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
地
域
全
体
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョン

戦
略
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る

5
20

15
ソ
ー
シ
ャ
ル
･キ

ャ
ピ
タ
ル
に
も
と
づ
く介

護
予
防
活
動
に
関
す
る
一
考

察
 : 
韓

国
に
お
け
る
｢敬

老
堂
｣の

視
察
か
ら
（実

践
報
告
）

興
水
め
ぐ
み
、

吉
田
加
代
子

滋
賀

医
科
大
学
看
護
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル

13
-1

：
58

-6
1

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
基
づ
く住

民
主
体
の
先

駆
的
な
介
護
予
防
活
動
と
し

て
、
韓
国
に
古
くか

ら
根
付
い
て
い
る
敬
老
堂
を
視
察
調
査

対
象
に
位
置
付
け
、

日
本
の

介
護
予
防
の
検
討

事
項
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た

・高
齢
者
自
ら
管
理
運

営
す
る
こ
と
は
、
高

齢
者
に
と
っ
て
新
た
な
社

会
的
役

割
を
獲
得
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る

・男
性
割
合
が
高

い
。
会

員
が
主
体
的
に
過
ご
し
方
を
決
定
で
き
る
こ
と
、
週

間
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
高
齢

者
が
決
め
て
い
る
、
男
性
用
の
休
憩
室

が
確
保
さ

れ
て
い
る
等

、
男
性
に
と
っ
て
地
域
の
中
の
居

場
所
と
し
て
機
能
し
や

す
い

・高
齢

者
が
新
た
な
社

会
的
役
割
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

に
も
と
づ

く介
護
予
防
を
重
視
す
る
日

本
に
お
い
て
、
十
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き

・生
活

エ
リ
ア
に
高

齢
者
が
自
ら
の
力
で
通
え
る
高
齢
者

の
集
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
は

、
高
齢
者
の

主
体
的
な
介
護
予
防
活
動

を
引

き
出
す
き
っ
か
け
、
お
よ
び
、
健
康
レ
ベ
ル
の

維
持
に
貢
献
で
き
る

・高
齢

者
が
主
体
的
に
施
設
で
の
過
ご
し
方
を
決
定
で
き
る
施
設
は
、
男
性

に
と
っ
て
地

域
の
中
の
居

場
所
と
し
て
機
能
し
や
す
い
。
日
本
の
介

護
予
防
活
動
に
も
検
討
さ
れ
る
べ
き

・敬
老

堂
の
活
動
の
展
開

と
維
持
は
、
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
へ
の
課

題
、
高
齢
者
の
活

動
を
支
え
る
行
政
の

関
心
と
支

援
が
不
可
欠

6
20

14
事
例
集

 新
し
い
健
康
日
本

21
へ
の
ヒ
ン
ト

(1
4)
介
護
予
防
運
動

教
室
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
契
機

と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ

ャ
ピ
タ
ル
形
成

 : 
市
民
の
行

動
変
容
が
行

政
を
動
か
し

,ま
ち
づ
くり

に
つ
な
が
る

篠
田
邦
彦
、

木
場
静
子
、

石
川
玲
子
、

荒
川
利
江

子
、
他

2名

保
健

師
ジ
ャ
ー
ナ
ル

70
-6

：5
15
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21

保
健

師
新
潟
市

西
区
、
西
浦
区
で
の
取
り
組
み
紹
介

。
西
区
：元

気
塾

、
介
護
予
防
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
、
西
区
れ

フ
ィ
ッ
ト
。
西
区

れ
フ
ィ
ッ
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
の

際
に
被

災
者
を
受

け
入
れ

、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群

や
生
活
不
活
発
病

の
予
防
を
行
っ
た
。
西

浦
区
：「

行
政
の
お
手
伝
い
」か

ら
「地

域
貢
献
の

た
め
の
自
主
活

動
を
め
ざ
す
」

へ
：ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の

専
門
的
知
識
を
学
び
、
運
動
普

及
推
進
委
員
の
み
な
ら
ず

受
講
生

も
、
積
極
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
材
へ
。

新
潟
市
西
区
、
西
浦

区
で
の

取
り
組
み
紹

介
。
西
区
：元

気
塾
、
介
護
予
防

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

、
西
区
れ
フ
ィ
ッ
ト
。
西
区
れ
フ
ィ
ッ
ト
は
、
東
日
本
大

震
災

の
際
に
被

災
者
を
受
け
入
れ
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
や
生
活
不

活
発
病
の
予

防
を
行
っ
た
。
西

浦
区
：「

行
政
の
お
手
伝
い
」か

ら
「地

域
貢

献
の
た
め
の

自
主
活
動
を
め
ざ
す
」へ

：ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
専
門
的
知
識

を
学
び
、
運

動
普

及
推
進
委
員
の
み
な
ら
ず
受
講
生
も
、
積
極

的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人

材
へ

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
市
民
主
体
の
「私

た
ち
の
健
康
は
私

た
ち
が
守
る
」と

い
う
意
識
の

醸
成
と
、
運
動
普
及
推

進
委
員
、
教
室
修
了

生
、
行
政
職
員
と
の
信
頼
関
係

づ
くり

に
つ
な

が
り
、
「互

酬
性
」「

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

基
盤
に
な
っ
た

7
20

14
介
護
予
防
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

 (
特
集

 介
護
予
防

の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス

)
藤

原
佳
典

介
護

福
祉
・健

康
づ
くり

１
－
２
：

81
‐8

4
内
容
：ソ

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

定
義
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン

活
動
の
関
係
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
健
康
に
お
よ
ぼ
す
影
響
の

エ
ビ
デ
ン
ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

醸
成
を
目
指
し
た
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹

介

・ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョン

・ア
プ
ロ
ー
チ
を
遂

行
す
る
た
め
に
、
社
会
的
格

差
を
解
消
し
て
い
くよ

う
な
政
策
が

望
ま
れ
る
。
そ
の

中
で
介

入
可
能
な
要
因
と
し
て
期
待
さ
れ

る
の
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

・地
域

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（信

頼
、
社
会
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
社
会
関

係
資
本
等
）を

活
用
し
、
住

民
に
よ
る
自
助
及

び
共
助

へ
の
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
（平

成
24

年
7月

31
日
厚
生
労

働
省
告
示
第

46
4号

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
認
知
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

（人
々
の
価
値

や
認
識
）と

構
造
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（客

観
的

に
検
証

で
き
る
人
々
の
つ
な
が
り
）に

区
別
し

て
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性

・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
健
康
へ
及

ぼ
す
作

業
機
序

・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

H
Pプ

ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
図
・ソ

ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
プ
ロ
グ

ラ
ム

と
の
関
係

性
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
遂

行
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
達
成

ア
ウ
ト
カ
ム
の
視
点
か
ら

詳
細
に
検
証
さ
れ
る
べ
き

・個
人

レ
ベ
ル
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
地

域
レ
ベ
ル
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

も
健

康
ア
ウ
ト
カ
ム
に
対
し
て
保

護
的
な
効
果
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
を
目
指
し
た
実
証
的
な
介
入
研
究
は

き
わ
め
て
少

な
い
。
そ
こ
で
筆
者
ら
は
高

齢
者
と
児

童
の
世
代
間
交
流

の
促
進
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
「R

EP
RI

N
TS

」を
開
発
し
た

8
20

14
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
　

JA
G

ES
 H

EA
RT

を
用
い
た
介
護
予
防
に
お
け
る
保
険

者
支
援

鈴
木
佳
代
、

近
藤
克
則
、

JA
G

ES
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

医
療

と
社
会
：2

4-
1：

75
-8

5
保
険

者
「何

が
当
該
自
治
体
の

課
題
な
の
か
」を

明
ら
か
に
す
る
と
と
み
に
、
介
入
の

手
が

か
り
を
提
示
し
、
介
入
効
果
を
測
定
・評

価
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
ツ
ー
ル
が

JA
G

ES
H

EA
RT

で
あ
る
が

、
JA

G
ES

H
EA

RT
活
用
で
得
ら
れ
た
結
果
を
具
体

的
事
例
か

ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

JA
G

ES
H

EA
RT

の
プ
ロ
セ
ス
は
、
①
保
険
者
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
の
設

定
、
②
保
険
者
内

に
お
け
る
重
点
対
象

地
域
の
設
定
、
③

介
入
施

策
の
立
案
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
、
④
政
策
に
よ
る
効
果
の
評
価

JA
G

ES
H

EA
RT

の
意
義
は
、
客
観
的
で
比
較
可
能
な
数
値
に
よ
る
「見

え
る

化
」を

通
じ
、
保
険
者
職
員
が
地

域
診
断
を
行
い
課
題
に
取
り
組

み
過
程
を
、

評
価
ま
で
含
め
て
総

合
的
に
支
援
で
き
る
こ
と

・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
通
じ
た
ま
ち
づ
くり

に
よ
る
間
接
効
果
が
期

待
。
サ
ロ
ン
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
な
ど
別

の
会
や
集
ま

り
に
参
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
。
・町

内
各

地
に
多

くの
サ

ロ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
サ
ロ
ン

事
業
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
が
あ
が

り
、
介
護
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
。
・持

続
可

能
な
資

源
と

人
材
活
用

の
点
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

負
担
が
大
き
くな

り
す
ぎ
な
い
よ
う
「出

前
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」が

活
用
さ
れ
て
い
る

表１　18文献のマトリックス（１枚目）
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N
o

発
行
年

タ
イ
ト
ル

著
者

雑
誌
・
巻
・
号

・
頁

対
象

職
種

研
究
概
要

結
果

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
の

言
及

9
2
0
1
4
健

康
格

差
と
健
康

の
社
会

的
決
定

要
因

の
「
見

え
る
化

」
:―

J
A
G

E
S
 2

0
1
0
-

1
1
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
藤
克
則

、
J
A
G

E
S
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

医
療
と
社
会

：
2
4
-
1
：
5
-
2
0

保
険

者
「
健
康
日

本
2
1
（
第

２
次
）
」
で
、
「
健
康

格
差

の
縮
小

」
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
地
域
の

つ
な
が
り
）
な
ど
「
社
会

環
境
の

質
の
向

上
」
が
明
示

さ
え
ｒ、

介
護
予

防
で
も
地

域
診
断

に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
の

重
視

が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
見

え
る
化
」
の
可
能

性
を
考

察
す
る

①
理

論
研

究
→
６
つ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指

標
選
択

基
準
、
②
開

発
研
究

、
③

実
証

研
究

→
リ
ス
ク
要
因

、
健
康

保
護
要

因
、
他

地
域

間
比
較

、
社
会

環
境

要
因

、
を
行

っ
た
。
考
察

で
は
、
介

護
保

険
者
と
研
究

者
と
の
協

働
研
究

の
仕
組

み
づ
く
り
の

意
義
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
開

発
の

意
義

、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指

標
の
妥

当
性

の
検
証

、
今
後

の
課

題
を
整
理

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
が

豊
か

な
地
域
ほ

ど
そ
こ
に
暮
ら
す
人

々
の

健
康
状

態
が

良
い

こ
と
を
示
す
研
究

が
蓄

積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
日

本
な
ど
ア
ジ
ア
で
の
知
見

、
介

護
予
防

、
高
齢
者

に
お
け
る
研

究
は
多

く
な
い
。
施
策

に
の
せ
る
に
は
根

拠
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域

づ
く
り
の
課

題
設
定

、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
涵

養
を
意

図
し
た

介
入
後

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
介

入
効

果
の
方

か
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
・
シ

ス
テ
ム

が
必
要

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
よ
る
介
護

予
防

の
可
能

性
を
検

討
す
る
に
は

、
①
個

人
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
地
域

レ
ベ
ル

で
見
て
も
社
会

参
加

率
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
高

い
水
準
の

地
域

ほ
ど
要

介
護
リ
ス
ク
者
割

合
が

低
く
要
介

護
認
定

率
も
低

い
こ
と
を
観
察
研

究
で
増

や
す
、
②

意
図
的

介
入

で
社
会
参

加
を
増

や
せ

る
、
③

そ
れ
に
伴

っ
て
リ
ス
ク
要

因
を
持

つ
者
が
減

少
し
、
健

康
保
護

要
因

や
健
康

指
標

の
改
善

が
見

ら
れ
る
こ
と
を
検
証

1
0

2
0
1
3
要

支
援

・
介
護

認
定

率
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標

と
し
て
の
地

域
組

織
へ

の
参

加
割
合

の
関

連
:
J
A
G

E
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
介

護
保
険

者
単

位
の

分
析

伊
藤
大
介

、
近

藤
克
則

社
会
福

祉
学

保
険

者
介

護
保
険

者
単

位
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標

の
ひ
と
つ
で
あ
る
参

加
割

合
と
要
支

援
・
介

護
認

定
率
の

関
連

を
明
ら
か

に
す
る
こ
と

参
加

割
合

（
趣
味

関
係

、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
の
グ
ル

ー
プ
や
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
町

内
会
・
自
治

会
）
と
認

定
率
と
阿
関

連
す
る
こ

と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
一

部
を
除

き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
指

標
が
豊

か
（
参
加

割
合
が

高
い
）
ほ
ど
認
定

率
は

低
い
と
い
う
関

連
で
あ
っ
た

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
は

高
齢

者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や

健
康
と
関
連

が
あ
る
と
し
て

研
究
が

進
め
ら
れ

て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
社

会
的

な
つ
な
が

り
や
信
頼

・
規
範
な
ど
人
々
を
結

果
的

に
協
調
行

動
へ

と
導

く
社

会
組

織
の
特

徴
で
あ
る

1
1

2
0
1
1
高

齢
化

時
代
の

介
護

予
防
研

究
と
教
育

の
展
望

に
つ
い
て

吉
中
康
子

京
都
学

園
大
学

経
済

学
部
論

集
2
0
‐
2
：
 6

9
-

9
6

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

疫
学
的
・
生
理

学
的
研

究
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
に
対

す
る
身

体
活

動
の
有

効
性

が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
が

、
運
動

を
楽
し
み
な
が

ら
継
続
的

に
関
わ

る
機

会
の

提
供
は

組
織

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
け
れ

ば
実
現

で
き
な
い
。
本
学
で
は

亀
岡

市
（
京
都

府
）
と
学

術
交
流

協
定

を
締
結

し
、
「
亀
岡

熟
年

健
康
大

学
」
、
運
動

習
慣

を
持
つ
人
を
対
象
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
養

成
型

研
究
な
ど
を
行

い
、

W
H

O
よ
り

「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
認

定
を
受

け
た
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
観
点

か
ら
、
介

護
予
防
に
貢

献
す
る
体
操
を
ど
の
よ
う
に
習

慣
化
さ
せ

、
普
及

し
て
い
く
か
、
実
践

研
究
の
方

向
性

を
探
っ
た
。

亀
岡

市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
認

証
の

た
め
の
６
つ
の

課
題
。
１
よ
り
安

全
な
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
分
野

や
領

域
の
垣

根
を
越

え
て
協
働
で
取

り
組

む
そ
し
き
が

あ
る
。
２
全
て
の
性

別
・
年
齢
・
環
境

・
状
況

を
対
象

に
、
長
期

に
わ

た
る
継
続
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。
３
危
険

度
の
高

い
集
団

年
齢
層

や
地

域
な
ど
と
環

境
に
焦
点

を
あ
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
及

び
弱
者

と
さ
れ
る
人
た
ち
を

対
象

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。
４
傷
害
の

頻
度

と
原

因
を
記

録
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
。
５
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
取

り
組
み
の

プ
ロ
セ
ス
、
取
り
組
み
の

結
果

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
評
価

基
準

が
あ
る
。
６
国
内

・
国

際
的
な
「
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
継

続
的
に
参

加
す
る

地
域
に
見

守
り
機
能

と
生

き
が

い
機
能
を
持
っ
た
活
動

の
定

着
が
必

要
。
加

齢
や

疾
病
な

ど
の
た
め
に
心
身

機
能

が
低
下

し
た
場

合
に
は

、
そ
れ
に
応

じ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
を
変
更

す
る
必
要

も
生
じ
、
サ

ー
ビ
ス
の

シ
フ
ト
を
円
滑
に
進

め
る
に
は

、
市
民

へ
の
広

報
を
通
じ
て
、
住
民

同
士

の
見
守

り
や
、
家

族
の
理

解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
各

事
業
の
間

で
十
分

な
連
携
・
交
流

の
体
制

を
確
保

し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
連
携

・
交

流
を
各

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

が
自
発

的
に
行

う
こ
と
は

現
実
的

に
は
考
え
が

た
い
。
そ
こ
で
重
要

と
考
え
ら
れ

る
の
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
概
念

で
あ
る

1
2

2
0
1
0
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
類

型
に
着
目

し
た
介

護
予
防

サ
ー
ビ
ス

-
-
結
合

型
S
C
と
橋
渡
し
型

S
C
を
つ
な
ぐ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

川
島
典
子

同
志
社

社
会
福

祉
学

2
4
：
 5

8
-
6
9

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク

先
行
文
献

研
究

よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
概
念

整
理

を
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
、
介
護

予
防
サ

ー
ビ

ス
に
は

結
合
型

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル

と
橋

渡
し
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

双
方
の
要

素
を
併

せ
持
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
駆
使
す
る
必
要

が
あ
る
こ

と
を
論
じ
、
事

例
研

究
を
行
っ
た

S
県
M
市

H
町
に
あ
る

N
P
O
法

人
「
K
の

家
」
で
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者

や
地

域
自

治
体
に
介

護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
開
放

し
て
い
る
。
結

合
型

S
C
と
橋

渡
し
型

S
C
を
つ
な
い
で
の
介
護

予
防

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
今

後
の

ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の

役
割

を
提
示

す
る
取
り
組

み
で
あ
る

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概

念
整
理

、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
類

型
に
よ
る
概

念
整

理
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

類
型
を
整

理
し
た
最
新

の
概
念

整
理

、
地
域

福
祉
学

に
お

け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
先

行
研

究
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関

す
る
先

行
研
究

、
介
護

予
防

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
に
関
す
る
先
行

研
究
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル

の
類
型

に
着
目

し
た
介

護
予
防

サ
ー
ビ

ス
、
が
紹

介
さ
れ
て
い
る

1
3

2
0
1
0
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
介
護

予
防

 (
特
集

生
活

機
能
と
介
護

予
防

の
運

動
)

木
村
美
也

子
体

育
の

科
学

6
0
-
1
0
：
6
8
7
-
6
9
1

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
重

要
性

、
介
護

予
防
へ

の
効

果
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
の

機
能
、
実
践
の

現
場

で
の
課
題

に
つ
い
て

・
P
u
tn

am
が
ア
メ
リ
カ
の

P
T
A
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
選
挙

の
投
票

率
、
教
会
活

動
な
ど
の

著
し
い
減
少
に
象

徴
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
喪

失
を
嘆
き
、
個

人
主
義

へ
の

偏
り
に
警

告
を
発

し
た
の

が
き
っ
か
け

・
わ
ず
か

1
0
年
足
ら
ず
の
間
に

3
万
近
い
研

究
が

生
ま
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
主

観
的
健

康
感

、
死
亡

率
と
犯
罪

率
、
精

神
病
の

有
病

率
、
心

臓
病
の

発
生

率
、
性

感
染
症

の
罹
患

率
、
結

核
の

罹
患
率

と
の
関
連

が
報

告
さ
れ
て
き
た
。

・
わ
が

国
が

豊
か
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
も
ち
、
長

寿
を
維

持
す
る
要

因
の

ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
の

だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ

は
決
し
て
枯
渇

さ
せ
て
は
な
ら
な
い

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康
の

関
係

は
、
こ
れ

ま
で
実

証
研
究

と
し
て
ほ

と
ん
ど
検

証
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
が

、
よ
り
現

実
的
な
施

策
へ
の

示
唆

を
得
る
た
め
ん
、
今
後

の
調
査

研
究
が
望

ま
れ

る
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ど
の

よ
う
に
機
能

し
て
い
く
か

、
日
本

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の

成
功
例
（
結
核

対
策
）
か
ら
紹

介
1
4

2
0
1
0
介

護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

川
島
典
子

筑
紫
女

子
学
園

大
学

・
筑
紫

女
学

園
短
期

大
学

紀
要

5
：
2
2
9
-
2
4
1

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

筆
者
は

2
0
0
1
年
よ
り
、
介
護

予
防

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
独

自
性
に
関
す
る
研
究

を
し
、
改
正

介
護
保

険
制
度

下
に
お
け
る
一
般

高
齢
者

へ
の

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
限
り
あ
る
専

門
職

だ
け
で
行

う
の
は
困

難
で
あ
り
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
サ

ー
ビ
ス
と
の
連

携
が
ヒ
ス
と
考
え
た
と
き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル

こ
そ
が

介
護
予

防
サ

ー
ビ
ス
の

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
重
要

な
役
割

の
１
つ
と

仮
説
を
立

て
た
。
し
か

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル

の
概
念

、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
関

係
は
明

ら
か
で
な
い
そ
こ
で
、
先

行
文

献
研
究

に
よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
の

概
念
整

理
を
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
述
べ

、
介
護

予
防

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
際
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
ど
う
と
ら
え
る
か

を
論
じ
、
介
護

予
防

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

役
割

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
関

係
を
論

考
す
る

・
何
ら
か
の
介

入
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は

豊
か
に
な
る
と
言

え
る

と
す
れ

ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が

豊
か
で
あ
れ

ば
、
健

康
な
高

齢
者
が

増
え
る
こ
と

は
近
藤

、
カ
ワ
チ
の
先

行
研
究

に
よ
っ
て
立

証
済
み

。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
豊
か

に
す
る
よ
う
な
役

割
を
担

う
こ
と
が

結
果
的

に
介
護
予

防
に
つ
な
が

る
は

ず
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構

成
要
素

を
組
織

化
（
シ
ス
テ
ム
化
）
し
て
い
く
こ
と
が
ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
重

要
な
役
割

・
地
域

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
豊

か
に
し
構
成
要

素
と
な
る
人

的
資

源
を
育

て
て
い
く

こ
と
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重

要
な
役

割

1
5

2
0
0
9
高

齢
者

の
健
康

政
策

に
関
す
る
研

究
の

系
譜
と
課

題
平

岩
和
美

広
島
大

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

9
：
5
9
-
7
2

行
政

高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
日
本

の
医
療

政
策

は
予
防

の
強

化
に
重
点

を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
。
本
稿
で
は

介
護
予

防
事

業
に
焦
点

を
あ
て
、
高

齢
者
の

健
康
維

持
に
か

か
わ
る
医
療
制

度
的

要
因
、
社
会
的

要
因

、
個
人

的
要
因

に
つ
い
て
考
察
。
健
康

政
策
は
、
こ
れ
ま
で
公
衆
衛

生
と
し
て
扱
わ
れ

た
予
防

、
医
療

政
策
と
し
て
扱
わ

れ
た
医

療
提
供

体
制

、
体
力

政
策
と
し
て
行
わ

れ
た
体
力

強
化
を
融
合
し
、
予

防
、

医
療
提
供

、
健
康

増
進

を
図
る
も
の

・
社
会

的
要

因
は
環

境
要

因
で
も
あ
り
、
社
会

が
自

然
に
及
ぼ

す
影
響
と
、
そ
れ

に
付
随

し
て
生
じ
る
健

康
問
題

、
労
働

環
境

、
地
域

環
境

が
あ
る
。
地
域
環

境
に
は

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
あ
り
、
信
頼

、
規

範
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
呼
ば

れ
る

・
個
人

を
取
り
巻
く
環

境
の
要

素
と
し
て
、
社
会

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ
ル
が

上
げ
ら
れ

る
。
一

般
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
社
会

的
結

束
性
、
社
会
関

係
資
本

と
呼
ば
れ

る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康

に
関
す
る
研
究
の

紹
介

。
寿
命

の
地
域
差

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
概
観

し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
は

健
康

維
持
の

分
野

で
は
近
年

注
目

さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会

環
境

の
差
は

健
康

政
策
の

効
果
と
何

ら
か
の
関

係
が

予
想

・
地
域
環

境
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

は
健

康
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
仮

に
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
特
徴

と
個
人
の

健
康

行
動
が

明
ら
か

に
な
れ
ば
、

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
の

補
完

に
よ
り
、
行

政
が
個

人
の

健
康
行

動
を
効

率
的
か

つ
効

果
的
に
促

進
で
き
る

1
6

2
0
0
9
高

齢
者

の
介
護

予
防

に
果
た
す
道
の

駅
の
役

割
と
効
果

-
-
農
村
地

域
に
お

け
る
介
護

予
防

活
動
の

新
た
な
取
り
組

み
の
あ
り
方

小
坂
田
稔

美
作
大

学
・
美

作
大

学
短
期

大
学

部
紀
要

5
4
：
5
-
1
7

住
民

、
道
の

駅
農

作
物
の

青
果

物
を
出
荷

・
出

品
し
て
い
く
道
の
駅

活
動

が
、
生

き
が
い
や

外
出

の
機
会
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
お
り
、
特
に
高

齢
者
の

心
身
機

能
の

維
持
・
向
上

に
つ
な
が

っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ

る
。
本

研
究

で
は

、
介

護
予
防

に
果
た
す
こ
う
し

た
道

の
活
動

に
注
目

し
、
道

の
駅

活
動
が

果
た
す
役

割
と
効
果
、
介
護
予

防
活

動
の

あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
。

道
の

駅
活

動
は
、
主
な
出
荷

者
・
出
品
者

で
あ
る
高

齢
者
に
と
っ
て
「
生
き

が
い
・
や
り
が
い
」
「
心
身

の
健

康
」
「
外
出

」
「
経

済
的

自
立
」
な
ど
、
「
高
齢

者
の

心
身

の
状
態

像
の

変
化
、
つ
ま
り
要
支

援
・
要

介
護

状
態
に
な
る
こ
と

の
予

防
や

、
要
介

護
状
態

の
維

持
・
改

善
を
図

る
の

み
で
は
な
く
、
い
か

な
る
状
態
に
あ
っ
て
も
高

齢
者

が
、
自

分
ら
し
い
生
活

や
自
己

実
現

を
実
感

で
き
る
こ
と
に
、
そ
の

本
質
が

あ
る
」
と
す
る
介
護

予
防
に
と
っ
て
、
重

要
な
役

割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の

認
識

を
基
に
、
道

の
駅

活
動
を
重

要
な
介

護
予

防
活

動
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
推

進
を
組

織
的

に
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る

・
道
の

駅
活

動
は
、
単
な
る
出
品
・
出
荷

活
動
か

ら
「
個

人
間
の

つ
な
が
り
、
す
な
わ
ち
社

会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
お
よ
ぎ
そ
こ
か

ら
生
じ
る
互

酬
性

と
信

頼
性
の

規
範

で
あ
る
」
ソ
ー

シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会

関
係
資

本
）
と
し
て
の
役

割
を
持

ち
始

め
て
い
る

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の

道
の
駅

の
意

味
と
役
割
を
十
分
に
認

識
し
、
活
動

の
展

開
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ

る

1
7

2
0
0
7
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
紹
介

地
域

統
合

栄
養
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

-
-
「
食
」
を
通

じ
た

健
康
づ
く
り
支

援
体

制
の
構

築
久

保
田
賢

、
河

合
洋
見

、
川

上
華
子

、
細

川
公
子

、
他

9
名

黒
潮
圏

科
学

1
：
7
2
-
8
7

医
師

、
管
理

栄
養
士

、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等

々
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
知

）
で
は
、
地
域
統

合
栄

養
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目

指
し
、
介

護
予
防

、
在
宅

訪
問

栄
養
食

事
指

導
、
生

活
習
慣

病
予

防
、
配

色
な
ど
の

地
域
で
の
栄

養
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
試
行

的
実

施
、
栄

養
管
理

サ
マ
リ
ー
の
構

築
を

実
施
。

住
民
の

総
合

的
な
健
康

増
進

の
成
果

を
あ
げ
る
た
め
に
、
地
域
の

様
々
な
組

織
や

家
庭

の
構
成

員
へ

同
じ
目
的
へ

向
か

っ
て
協
調

的
な
行
動

を
取
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
「
ヘ
ル

ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
の

概
念
が

1
9
9
0
年

代
に
広
ま
っ
て
き
た
。
個
の

活
動
こ
そ
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
醸

成
そ
の
も
の

で
あ
る
。

[略
]2

0
0
7
年

3
月
に
公
表

さ
れ

た
「
健

康
日
本

2
1
」
関
連

す
る
報

告
書
で
も
、
公
衆
衛

生
分

野
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
概

念
の
導

入
が
提
言

さ
れ
て
い
る
が

、
栄

養
・
食

生
活
と
の

か
か
わ

り
に
つ
い
て
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い

1
8

2
0
0
5
日

本
の

高
齢
者

-
-
介
護
予

防
に
向

け
た
社
会
疫

学
的
大

規
模

調
査

(1
1
)

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康

市
田
行
信

、
吉

川
郷
主

、
松

田
亮
三

、
近

藤
克
則

、
他

6
名

あ
が

性
能

可
る

い
て

し
ぼ

及
を

響
影

い
し

ま
好

に
康

健
が

ル
タ

ピ
ャ

キ
ル

ャ
シ

ー
ソ

9
1

9
-

4
1

9
：

1
1

-
9

6
生

衛
衆

公
る
こ
と
を
示
す
こ
と

地
域

レ
ベ
ル

で
見
る
と
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
豊

か
な
地
域

ほ
ど
心

理
的

健
康

が
良
好

な
人
が

多
い
」
と
い
う
有
意
な
正

の
相

関
が
み

ら
れ
た
。

一
方

、
個
人

レ
ベ
ル

で
も
「
豊

か
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
意
味

す
る

”
人

の
役

に
立
と
う
と
す
る

”
と
考
え
、
参

加
組

織
数
が

多
い
個

人
ほ
ど
、
心
理

的
健
康

が
よ
い
」
と
い
う
関

係
も
確

認
さ
れ
た
。
「
マ
ル
チ
レ
ベ
ル

分
析
」
を
用
い

た
市
田

の
研

究
に
よ
れ

ば
、
個
人
レ
ベ
ル
の

要
因
を
考
慮
し
て
も
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
い
う
地

域
レ
ベ
ル
の

要
因
が

、
健
康

に
影
響

し
て
い
る
可
能

性
が

示
せ

る

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
個
人
レ
ベ
ル
の

変
数
と
み

な
す
か
地
域

レ
ベ
ル

の
変
数

と
み

な
す
か
は
論

者
に
よ
り
違

い
。
パ
ッ
ト
ナ
ム

は
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
後

者
に
蓄

積
さ
れ

て
い
く
と
い
う
考
え
を
強

調
。
地

域
住
民

の
健

康
を
考

え
る
際
に
、
個
人
の

要
因

だ
け
で
な

く
地

域
や

社
会
の

要
因

に
も
目
を
向

け
る
必

要
が
あ
る

表１　18文献のマトリックス（２枚目）
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